


























される作品は英語版（PINOCCHIO；The Adventures of a Marionette）と判
断される（注２）。コルローディの作品『ピノッキオの冒険』（Le avventure di 
PINOCCHIO）を原典とここでは呼称する。また、その英語版（PINOCCHIO；

























































  Once upon a time there was -------
  “A king ?” my little readers will immediately say.
  No, children, you are mistaken. Once upon a time there was a piece of 
wood. It was not fine wood, but a simple piece of wood from the wood 
yard,------the kind we put in the stoves and fireplaces so as to make a fire 















































  “What is that house?” asked Pinocchio, turning to a boy standing near.
……………
  “Would you give me four pennies until tomorrow?”
  “I would give you the pennies willingly, but today I have none to spare.”
  “For four pennies I will sell you my jacket,” said the marionette.
  “What good would a paper cardboard jacket do me?  If it rains on it, it will 
fall apart.”
  “I will sell my shoes.”
  “They are good only for a fire.”
  “How much will you give me for my cap?”
  “Nice bargain, truly!  A cap of bread!  Why, the rats would eat it all in a 
night.”
  Pinocchio was full of trouble. He stood there not knowing what to do. He 
had not the courage to offer the last thing he had. He hesitated, but finally 
he said, “Will you give me four pennies for this ABC card?”
  “I am a boy and I do not buy from boys,” replied the little fellow, who had 
more good sense than the marionette.
  “For four pennies I will take the ABC card,” said a seller of old clothes, who 






























































































































  “And where have you put the four pieces of gold now?” asked the Fairy.
  “I have lost them,” replied Pinocchio. But he told a lie; for he had them in 
his pocket.
  Scarcely had he told this lie when his nose, which was already long, grew 
two fingers longer.
  “And where did you lose them?”
  “In the forest.”
  At this second lie his nose grew still longer.
  “If you have lost them in the forest, we will look for them and find them, 
because all that is lost in my forest is always found again.”
  “Oh, now I remember well,” replied Pinocchio ; “the four pieces of money 
were swallowed when I took that medicine.”
  At this third lie the nose grew so long that poor Pinocchio could not turn 
himself round in the room. If he turned to one side, it struck the bed or the 
glass in the window; if he turned to the other side, it struck the walls or the 
door of the room; if he raised his head, he ran the risk of putting out one of 
the Fairy’s eyes. 
  And the Fairy looked and laughed.
  “Why do you laugh?” asked the marionette, quite confused and surprised 
because his nose had grown so long.
  “I laugh at the foolish lies you have told.”
  “How do you know that I have told lies?”
  “Lies, my boy, are recognized immediately, because there are two kinds: 
there are lies that have short legs and lies that have long nose. Yours seem 
to have long nose.”
  Pinocchio, not knowing where to hide himself for shame, tried to get out 
of the room, but he did not succeed. His nose had grown so large that he 








































































































































































































（２）　英語版 PINOCCHIO；The Adventures of a Marionette はクランプ（Walter S Cramp）が





























































































































































































































































































































































































































































































 ［５年用］（３冊）「H. G. ウェルズによる有史前の世界から」「近代発明
物語」「ブース・ターキングトンによるペンロッド」
　「ピノーキオ物語」は菊半判で全88ページ。四つのパートから成り立つ。
アントニオ親方が不思議な木切れを見つけたところから始まり、それを
ジェッペットに譲る（ここまでがパート１）。ジェッペットはその木切れで
人形を作る。人形はピノーキオと名づけられる。ピノーキオは町へとび出
し、大騒ぎとなるが、家に連れ戻される。一人で家にいると、ものを言う
コオロギが出て来て、行動をいさめられる。怒ったピノーキオはコオロギ
に木
き づ ち
槌（mallet）を投げつける。コオロギはものを言うことができなくな
り、壁にくっついたままになる（ここまでがパート２）。ピノーキオは空
腹を感じ、何かないかと食べ物を探す。卵を見つけ、それでオムレツでも
作ろうとして卵を割ると、中からヒヨコが飛び出す。がっかりしたピノー
キオは村に向かって走り出す。すると雷が鳴り、稲光がするのでピノーキ
オは怖くなり、また駆けだす。すると今度は一軒の家を見つける。ベルを
押すと、しばらくして老人が現れる。この老人はピノーキオの頭から水を
かけた。ピノーキオは仕方なく家に帰ると、ストーブに足をかけたまま、
ぐったりして眠ってしまう（ここまでがパート３）。ピノーキオを起こし
たのはジェッペットだった。ジェッペットが見ると、ピノーキオの足は燃
えて、なくなっていた。どうしたのかと聞くと、ピノーキオは雷の中、家
を飛び出してからの一部始終を話す。ジェッペットは話を聞いていて、要
するにピノーキオは空腹なのだと理解した。それで、ポケットから三個の
梨を取り出して彼に与えた。ピノーキオはそれをむさぼるようにして、芯
まで食べた。それからジェッペットはピノーキオに新しい足を作ってやっ
た。そして、新しい足ができるとピノーキオはさっそく、外へ飛び出そう
とした。ジェッペットはピノーキオを学校に行かせようとした。しかし、
175
西村アヤ『ピノチヨ』の読解
お金がなかったので、紙で服を作り、木の皮で靴を、パンの練り粉で帽子
を作った。最後にABCの本だが、これはどうしても作ることができなかっ
た。それでジェッペットは家を出て、古着屋を見つけた。彼は自分の上着
を売って、ABCの本を買ってきた。外はその時、雪が降っていた。ピノーキ
オはジェッペットの暖かい心を感じて、彼の頬にキスの雨を降らした（こ
こまでがパート４）。
　この本には、パート２とパート４の後にそれぞれ、文法練習の問題が付
いている。
　既に粗筋で見たように、このピノーキオ物語はピノッキオ物語の初めの
部分を忠実に再録している。
７　ピノチオの冒険　　作＝バルトロッツイ　訳＝園　武久
　　絵＝バルトロッツイ　　霞ヶ関書房　　新世界童話集１
　　1942.12　　＊1943.4再版
　＊A5判で252ページ。これは、ピノチオ原話の続篇として書かれたもの。
作者のバルトロッツイはイタリア人だが、この本はスペインで書かれスペ
インで出版された。はじめに「ピノチオ君の紹介」という部分があって、
そこではピノチオ原話の前半部（木から生まれたピノチオがいろんなこと
をやり、ついに、ゼペットが自分を探しに舟を作って海へ出たということ
を聞き、鳩の背に乗ってゼペットを探しに行くところ。）が要約的に紹介
されている。それから、「月世界の旅」「無人島漂流」「海底旅行」「北極探
検」等の旅や冒険の話が綴られる。そして、「ピノチオの探偵」「ピノチオ
一世」「たのしいお国」等の話が紹介される。
　例えば「ピノチオ一世」は、チユアチユア人の野蛮な村で、新しく王様
になったピノチオ一世は、その村を文明の国（ヨーロッパ一流の大都会の
ような国）にしてしまうというもの。しかし、そのような文明国になった
チユアチユア人たちの村をうらやましがり、嫉妬するタルムンチの人たち
がいた。そして、ついに、タルムンチの人はチユアチユア人たちの村を攻
竹　長　吉　正
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撃した。二つの村は戦争になった。その時、チユアチユア人たちの村にピ
ノチオはいなかった。彼は隣の村の王さまの招きで狩りに出かけていた。
攻撃されても、チユアチユア人たちははむかう勇気がなかった。昔は強く、
勇敢だったのに、今はすっかりひ弱になっていた。ピノチオは急いで帰り、
軍隊を立て直し、戦闘の態勢を調えた。ピノチオは軍の先頭に立って戦っ
た。そして、どうにか相手のタルムンチ軍をやっつけることができた。チ
ユアチユア軍は勝利のしるしに、ピノチオ一世を胴上げしようとして、そ
の姿を探したが、どこにも見つからない。それは戦いの最後の方で、ピノ
チオの乗った馬が敵の放った矢に当り、馬は苦しみのあまり、夢中になっ
て駆けだしたからだ。馬は何時間も駆け続け、ついに海中に飛び込んだ。
彼はその瞬間、砂の上に飛びおりた。そして、気を失っていると、大きな
頭をした野蛮人につかまり、湯気の立っている大釜に入れられた。彼らは
ピノチオを食べようとしているのだ。そこへ、チユアチユア人の王女と家
来がやって来て、パセリと「木の人形」を一緒に煮たら「恐ろしい毒」が
できるという。そして、王女と家来はピノチオを救い出す。そして、チユ
アチユア人の村に帰るが、誰も彼のことを覚えていない。王さまは他の者
がなっているし、ピノチオは死んだものと思っている。それでピノチオは、
こんなやつらとは一緒に暮らせないと思い、この村を去る。ただ、親切な
王女と忠実な家来とには、別れを惜しみつつ。
　「たのしいお国」は、働かなくてもお金持ちになれる国を探してピノチオ
が出かけるという話で、多少、ピノチオ原話と似た部分がある。しかし、
そのたのしい国で楽しく暮らし、ついに、その国のお姫さまと結婚するこ
とになった彼はある日、不思議な一軒の家を見つける。外から家の中の様
子をうかがうと、中では人がたくさんいて、こんなことを話していた。「お
れたちは、この国をひっくり返さなければならないと思う。こんな国では
とても暮らしていくことはできない。」不思議なことを言うやつがいるもの
だとピノチオはなおも聞き耳を立てると、今度は次の言葉が聞こえてきた。
「この国では、人はみんな幸せだ。食べたいものは食べられるし、暑くも
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ないし寒くもない。それに病気になる心配もいらない。だから、誰も何も
しようとは思わないんだ。これは恐ろしいことだ。この国では望みという
ことがないんだ。それに、みんなは苦しみを知らないから、ほんとの幸い
を知らないんだ。おれは仲間たちに言うがね。苦しみもなく、望みもない
暮らしは、生きている値打ちのない、本当にくだらないことなんだよ。い
つもお腹がいっぱいなら、どうして食べる楽しみがわかるかね。また、敵
がなければ、どうして味方のありがたさがわかるだろうか。休みを楽しむ
ためには、疲れるということがいるんだ。苦しみを知らなければ、楽しむ
ということもわからないのだ。おれたちは、他の国のような生活を立てよ
うではないか。苦しみ、万歳！」　ピノチオはこれを聞いてびっくりする。
そして、ピノチオは悟った。たのしいお国は、ふらふらと遊びまわってい
る人たちだけに良いところなのだ。ピノチオはすぐさま、荷物をまとめて、
もと来た道を、なつかしい故郷に向かって歩き出した。
　このように、なかなかいい話もあるが、ストーリーが輻輳していて、決
してわかりやすい話ではない。
　有名な話には、このような類話や続き話が多くつくられる。バルトロッ
ツイのこの話が、その一つである。
　他の続き話としてはコルロディの弟パオロ・ロレンツィーニの『ピノッ
キオの心』、オランダでモンヒアルディニの『ピノッキオの秘密』、アメリ
カでパトリの『ピノッキオのアメリカ訪問』などが出版されたそうである。
17　ピノキオ　　宇野浩二　　装幀＝畠野圭右　　表紙・口絵＝相沢光朗
　　鶴書房　　1953.09　　＊1954.02再版　　A5判　全170ページ
　＊淡々とした文章と、歯切れのよい言葉で物語が展開していく。また、
「まえがき」で、「ピノキオは、ねは、わるいこどもなのでは、ありません。
けれど、人形のかなしさで、何しろ、あたまが木でできているものですか
ら、ふつうの子どもにくらべて、少しばかり、人がよすぎるんです。」と
か、「みなさんには、ぜったいに、ピノキオのようなことはない、と思いま
竹　長　吉　正
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すけれど、しかし、この本をよんでみますと、人ごとでなく、考えさせら
れる、というようなところも、いくらかは、よみとれるかもしれません。」
と述べている。物語の内容や、主人公の生き方と少し距離を置いた筆者の
姿勢が読み取れる。筆者宇野浩二は読者である子どもに、この物語の中に
どっぷりと浸るよりも、少し距離を置きながら読むことも勧めている。し
かし、「人ごとでなく、考えさせられる、というようなところも、いくらか
は、よみとれるかもしれません。」というように、読者である子どもが自分
とピノキオとの近似する部分を見出すことを期待している。
　書き出しの文章は、次のとおりである。
　あるところに、一きれの木が、ありました。それは、とくべつ、「りっ
ぱな木」といわれるほどのものではありません。冬になると、ストー
ブや、ろにくべるような、ほんの、つまらない、一きれの「たきぎ」
の木、でありました。
　ある日、どうしたわけか、この木ぎれが、ひょっこり、一人のおじ
いさんの大工の店に、すがたをあらわしました。
　この大工は、その鼻のあたまを、いつも、じゅくしたさくらんぼの
ように、つやつやと、あかむらさき色に、していましたので、みんな
から、「さくらんぼ親方」と、よばれていました。
　さくらんぼ親方は、その木ぎれを見ました時、うれしさに、手をも
みながら、
　「これは、ちょうどいい。これで、小さなテーブルのあしを、一本、
こしらえるとしよう。」
　そういって、すぐに、よく、といであるおのを、手にとりあげました。
